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  Lake Towada is a lake boasting one of the most beautiful natural beauties in Japan.but the town around the beautiful lake has been 

exhausted by the "decrease in tourists." In recent years, foreigners Tourists are paying attention and in order to accept such foreign 

tourists it is necessary to have a facility to become a "base" for foreigners to stay. Focusing on the school at Kosaka-machi in 

Akita Prefecture, it is to fix it as a base facility of green tourism to capture foreign tourists visiting Towada Lake 

 

1. はじめに 

十和田湖は秋田県と青森県にまたがる日本有数の自然

美を誇る湖である（figure1）.青森県側は多くの観光地が

整備されているが秋田県小坂町側は観光地が少なくポテ

ンシャルを生かし切れていないのが現状である. 

 

Figure1 Towada Lake 

 また日本では外国人観光客が増加の一途を辿ってお

り,インバウンドブームに沸き立っている.これを活用す

ることで,十和田湖の再起が望めると思われる.東北地方

を訪れる外国人宿泊者数は東日本大震災を境に大幅に減

少したが,その後の全国的なインバウンドの増加に伴い

年々増加している.外国人観光客の体験したいことの第

４位に自然・景勝地観光が入っており,日本の自然が注目

されていることがわかる（Figure 2）.そこで秋田県小坂町

側にある廃校に着目し,それを十和田湖へ訪れる外国人

観光客を取り込むためのグリーンツーリズムの拠点施設

へと改修するものである. 

 

Figure2 Popular items of foreign tourists 

2. 計画背景 

十和田湖周辺を訪れる観光客の宿泊割合は２割にとどま

っており,十和田湖の活性化を図るためには宿泊者の割合

を高めることが必要になる（Figure 3）. 加えて、外国人

観光客を受け入れるためには,外国人が滞在するための拠

点となるための施設が必要である.秋田側に拠点を設ける

ことで,十和田湖全体にまんべんなく拠点を配置すること

になり,十和田湖全体の活性化にもつながると考える. 

 

Figure3 Tourist accommodation rate  

3. 計画敷地  

敷地は,青森県の対岸にある大川岱地区とする.大川岱

地区にある地域の子供１２人のために秋田杉３００本を
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使用して作られた十和田小中学校が廃校として残ってい

る.３００本の秋田杉が使われており非常にぬくもりを感

じられる空間となっており,この廃校となった学校を旅行

者のための観光拠点施設へと改修する. 

 

Figure4 Towada primary and middle school 

4. 建築計画 

観光拠点化をするに当たり,近年注目されているグリー

ンツーリズムの概念に着目した.十和田湖の湖畔で出来る

要素である,工芸,食,旅,体験,湖を取り入れたグリーンツー

リズムの拠点とし,外国人観光客の誘致を図る（Figure5）. 

 

Figure5 Towada Lake Green Tourism 

廃校前の十和田小中学校のゾーニングを基に計画を

行っていく.十和田小中学校は屋内の教室だけでなく,十

和田湖の雄大な自然まで巻き込んだ,学びの場として機能

しており,湖まで一体としたグリーンツーリズムの拠点と

する（Figure 6）. 

 

Figure6 Master plan 

 

旧小中学校部分については、教室部分は体験教室へ体育

館は売店へと改修し日帰り客も取り込めるように計画す

る。（Figure 7） 

 

Figure7 Experience class 

屋外の施設はグランピングやコテージを取り入れた宿

泊型の自然体験の場として機能する.こういった十和田湖

の自然をより深く体験できる場を計画することで、外国

人観光客を誘致し十和田湖地域を活性化していく（Figure 

9）. 

 

Figure8 Pier classroom 
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